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２０１１年度にあたって 

 
校長 小坂 秀王 

 
東日本大震災により被災された皆様に心から

お見舞い申し上げますとともに、一日も早い復興

をお祈り申し上げます。 
この未曾有の大災害について、私たちはどのよ

うに受け止め、そして未来を切り開いていくのが

よいのでしょうか。しだいに明らかになってきた

ことは、社会の仕組みや私たちの生き方も変えな

ければならないということです。 
本校でも防災や節電が課題となっています。生

徒たちには社会とのつながりを大切にする意識

やボランティア活動への意欲を育ててほしいと

期待しています。 
４月８日に始業式を行い、中等部４３３名、高

校１２２８名の生徒たちが元気に学校生活をス

タートさせました。「学習と部活動の両立」を目

指して、はつらつとした活動を期待したいと思い

ます。 
今年度は、新たに「全校朝読書」に取り組みま

す。８時３５分からの１０分間、中等部、高校と

もに朝読書を実施します。本と出会い、自分をみ

つめ、心を育んでほしいと願っています。 
 
 
 
 
 
 
 

 
各学年主任より 
 年度初めにあたり、中高の各学年主任よりコメ

ントをいただきましたので、ご紹介いたします。 
 

中等部１学年主任  金田 太郎 
 
ご入学おめでとうございます。ご心配をおかけ

した入学式も予定通り実施することができまし

た。いよいよ東海大学付属浦安高等学校・中等部

での６年間がスタートします。生徒たちはまだま

だ不慣れな中、早く学校に溶け込もうと頑張って

います。中等部１年生は、今後の６年間の土台を

つくる学年です。私たち中等部１学年教員一同、

生徒と共に歩み、成長していくなかで、生徒たち

がしっかりとした学校生活が送れるよう努力い

たします。保護者の皆様にも、ご協力をよろしく

お願いいたします。 

 

中等部２学年主任  増田 博康 
 
緊張してスタートした中学校生活も１年が過

ぎ、2 年めがいよいよ始まりました。慣れからく

るゆるみや、たるみが出て様々な失敗が出やすい

学年といわれています。しかし、逆に余分な緊張

感が取れ、学習や部活動、行事などで、力が存分

に発揮できますので、1 年生のお手本になれる学

年にしていきたいと思います。 
また中学校時代は友人間関係で悩むことも多

いと思いますが、友人関係の中で学ぶことや得ら

れることが大変多い時期です。たくさんの経験を

通して成長していって欲しいと思います。学年団

一致団結し頑張りたいと思います。 
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中等部３学年主任  島 晴己子 
 
東北地方太平洋沖地震の被害にあわれた皆様

方に心よりお見舞いを申し上げます。また、液状

化現象による被害の大きかった浦安の皆様には、

1日も早い復旧をお祈り申し上げます。 
こういう不安なときだからこそ、私たちは自分

たちにできることを精一杯頑張り、明日へのエネ

ルギーを分かち合いたいと思います。そして生徒

たちには、勉強や部活や生徒会活動などを通して

自己を高め、人のために何かができる生徒に育っ

てほしいと願っています。 
学年団一同、よろしくお願いいたします。 

 

 
 
 
 
 

高等学校１学年主任  片野 賢哉 
 
 新入生のみなさんご入学おめでとうございま

す。これから高校生活がスタートします。皆さん

は恐らく不安と期待でいっぱいだと思います。さ

て、1 学年では皆さんが充実した高校生活が送れ

るよう次の４つを学年の目標にします。 
① 学校生活に慣れさせるとともに基本的な生活

習慣を身につけさせる。 
② 生徒相互の人間関係を良好なものにし、いじ

めや差別のない生徒集団をつくりあげていく。 
③ 学習への意欲を喚起し、学習習慣の確立を目

指す。 
④ 部活動と学習の両立を目指し、メリハリのあ

る学校生活が送れるようにする。 
 最初は戸惑うことも多いかと思いますが、自分

からチャレンジすることで大きく育ってほしい

と願っています。そして、自分の夢を実現させて

ください。期待しています。 
 

高等学校２学年主任  佐々木 邦男 
 
新クラスになってまだクラスの雰囲気に慣れ

ない様子が感じられますが、徐々に表情が和らぎ

笑顔が見られる生徒が多くなってきました。さて、

３月１１日に起こりました東日本大震災で多く

の方が亡くなり、現在も多くの方々が行方不明で

す。またここ浦安も液状化の影響で上下水道に支

障が出たり家が倒壊したりしている中、１年次に

学年が掲げた「絆」という言葉が叫ばれるように

なりました。今年度も「絆」という言葉をキーワ

ードに学年が一致団結して頑張っていきたいと

思っております。 
今年度は２学年の方針を以下のように掲げま

した。 

生徒一人一人の個性を伸ばし、集団の中での自己

を鍛え、けじめのある学校生活を過ごせるよう学

年団を挙げて指導していきます。ご家庭でのご協

力もよろしくお願い致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

①けじめのある行動が取れる生徒の育成 
集会、朝礼時のきちんとした聞く態度、姿勢、場の雰囲

気を感じ取り、相手の気持ちに立ったものの考え方の育

成を図る。 

②進路学習の強化 
学園の進路の早期化に伴い、総合学習の時間等を利用し

て早い時期から自己の進路や職業選択を考え模索する。

③学習習慣の確立 
 家庭学習を習慣化し、基礎学力の定着を目指す。 

④自立性、自主性、協調性の育成 
修学旅行の事前学習を充実させ、平和学習や自然学習へ

の取り組みを強化し、生徒自ら学習する環境を整える。
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高等学校３学年主任  横尾 雄二 
 
 緊張した面持ちで、本校で学び始めた２年前に

比べると、男子生徒はたくましさを増し、女子生

徒は相手に対する優しい心遣いが自然とできる

ようになりました。そんな姿を見られるだけで心

温まります。新年度始業式の学校長講話で未曾有

の東日本大震災の話にふれたとき、一人の男子生

徒が「その話は重たく辛いな」と小さい声でつぶ

やいていました。気持ちの優しいその生徒にとっ

ては、連日報道されるニュースをみて心を痛めて

いたんだと思います。彼らの若い力が今の社会に

は必要です。これからも自分の将来に対して若者

らしい夢を持ち、その実現のために計画性をもっ

て対処してもらいたいと思っています。学年目標

の中に「最高学年としての自覚に立ち、本校の模

範となれるマナー意識を持たせる」があります。

規則正しい生活習慣の確立はもちろんのこと、人

任せにせず自分でできることを進んでできる生

徒を育てていきます。 
 
 
学校からのお知らせ 

 
○日課の変更 

 朝読書が全校で実施されるのに伴い、今年度か

ら日課が変更されました。毎朝、１０分間の読書

時間が確保され、落ち着いた雰囲気で１日のスタ

ートが切れるようになりました。 

内 容 時 間 帯 
朝読書  ８：３５～ ８：４５ 
ＳＨＲ  ８：４５～ ８：５５ 
１校時  ９：００～ ９：５０ 
２校時 １０：００～１０：５０ 
３校時 １１：００～１１：５０ 
４校時 １２：００～１２：５０ 
昼休み １２：５０～１３：３０ 
５校時 １３：３５～１４：２５ 
６校時 １４：３５～１５：２５ 
ＳＨＲ １５：２５～１５：３５ 

○人工芝グラウンドの復旧 

 昨年１０月に完成したばかりの人工芝グラウ

ンドに、液状化の影響により凹凸が現れてしまい

ました。この復旧工事に１９日（火）から着手い

たしますので、授業や部活動等に制限が加わりま

すが、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

液状化で噴出した砂 
 
 
生徒の活動 

 
○ニュージーランド地震への義援金贈呈 

 ニュージーランド（ＮＺ）で起きた地震に対す

る義援金を、中・高の生徒会が中心となって集め

ました。これを中等部のＮＺ英語研修の際、現地

で手渡すはずだったのですが、東日本大震災の影

響により中等部の研修が中止となったため、生徒

会のメンバーが、ＮＺ大使館に出向き、義援金を

ＮＺ特命全権大使に直接手渡しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高校生徒会長からＮＺ特命全権大使へ 



 - 4 -

○「東北関東大震災義援金」街頭募金 

４月 12 日火曜日、浦安駅前にて「東北関東大

震災義援金」街頭募金に参加しました。 
 千葉県共同募金浦安支会として浦安市社会福

祉協議会が担っているもので、生徒会、軽音楽部、

化学部、登山部、ボランティア同好会を中心に中

等部生と高校生合わせて 30 人がボランティアの

方々と共に活動をしました。 
 今後も９月まで、様々な部活動の生徒がこの活

動を続けていく予定です。 

浦安駅前での募金活動 
 
 
学校行事 

 
○入学式 

 東北関東大震災の影響による計画停電などの

影響が心配されましたが、予定通り４月６日（水）

に入学式を挙行することができました。例年より

も時間を短縮して行いましたが、中等部１５１名、

高等学校４６２名の新入生は、緊張をしながらも

期待に胸を膨らませ、新しい生活のスタートを切

りました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

○着任式・始業式・対面式 

 ４月８日（金）に２０１１年度前期始業式が実

施されました。始業式に先立ち、校長先生から新

しく本校に着任された先生方を紹介していただ

き、生徒が拍手で歓迎しました。 
全校生徒１６６１名（中等部生 433 名、高等学

校 1228 名）が初めて集合した前期始業式では、

吹奏楽部の演奏にあわせ、建学の歌と校歌を全員

で斉唱しました。校長先生からは新しい年度を迎

える心構えや、今年度から全校生徒で始める朝読

書のお話がありました。 
対面式では新入生代表と在校生代表が壇上で

握手を交わし、東海大浦安生として一緒に協力し

ていくことを誓い合いました。 
 
 
 
 
 

着任式 

 
 
 
 
 

始業式 
 
 
 
 
 
対面式 中等部代表握手

 
 
 
 
 
対面式 高校代表握手 

 
○ＳＰＰに５講座が採択される 

 本校は今年度も独立行政法人科学技術振興機

構（ＪＳＴ）が主催する平成２３年度「サイエン

ス・パートナーシップ・プロジェクト（ＳＰＰ）」

に５講座が採択されました。 
 平成２３年度の第一次審査で採択されたテー

マは、以下の５講座になります。 
   １．南極を知る 
   ２．防災を科学する 
   ３．金属の科学史 
   ４．千葉の海～干潟と外洋～ 
   ５．生きている数学～貯蓄型保険と数学～ 
 （中等部で実施） 


